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本日のご説明内容

１．端末市場の更なる活性化のための対策
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端末市場の更なる活性化のための対策

➢ 幅広い価格帯の端末を販売、グループとして中古端末流通に貢献等、端末市場の活性化に取り組み
➢ 更なる市場の活性化に向け楽天エコシステムを活かした取組を引き続き進めていく

           

   端末   に ける   （ ・ ・    ）の内 

       
  な 端末   

  端末の  状   端末の  状 

        ー   楽天市場 の  端末  

グルー と    端末の 通に  

   

   

   

 価格帯       中価格帯          価格帯         
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本日のご説明内容

【２．モバイル市場の競争促進に向けた対策】
電気通信事業法第27条の３
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電気通信事業法第27条の３（目的）

➢ モバイル市場における公正競争の促進を目的として、電気通信事業者による禁止行為を規定

電気通信事業法第27条の３

•期間拘束契約の期間の上限は2年

•違約金の上限は1,000円 等

•端末購入等 条件とする通信料金の割引禁止

•回線セットの端末への利益提供の上限は2 円 等

期間拘束契約や 額な違約金等によ 、
事業者・料金 ランの乗換え障壁 是正

通信料金収入 原資とする過度な端末値引き等
の誘引力に頼った競争慣行 根絶
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2021.8   ートフォン のeSIM ー   開始

2021.10 SIMロック 原則禁止

2022.2 MNO3社の違約金 撤廃

2022.3 解約手続き オンライン化

2022.4 既往契約の早期解消に関する 組 実施

2022.7 キャリアメールの持ち運び 実現

2023.5 MNP ワン トッ 化

電気通信事業法第27条の３（成果）

➢ 2019 の改正電気通信事業法の施行後、各種取組が進められたことや2020 4 の
当社による携帯キャリア事業への本格参入により、事業者間の競争が促進し、
利用者が自らのニーズに合った事業者や料金プランを選択しやすい環境が整備されてきた

事
業
者
間
の
競
争
促
進

参照：2023 11 16日 第48回競争ルールの検証に関するWG資料48-2 事務局
『今後の検討の進め方について』

＜新料金 ランの契約 合計＞

新料金 ランの
契約 合計は

約5,960 

国民負担の
大きな軽減へ

約５,960 

2023/9末

約1,600 

2021/5末

約3,300 

2022/1末

事業者間の乗換えの円滑化に向けた 組が進展 新料金 ランへの移行

2023/1末

約5,000 
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電気通信事業法第27条の３（改正の方向性）

主な改正項目 概要

上限2 円規制

• 回線利用者への割引上限は
端末  ～4 円:2 円
端末  ～8 円:端末  の50%
端末  8 円～:4 円
※端末単体  への割引は引き続き上限な 

継続利用割引規制

• 6ヵ月以上利用者 拘束する割引のみ規律の対象

• 契約から6ヵ月ま は、一月当た 一月分の通信料金ま 割引可能

• 通信料金割引以外の継続利用に応じた割引も規律の対象

対象事業者
• MVNOにつ  、シェア0.7%以上⇒4.0%以上に変更
※MNOは引き続き対象

➢ 「競争ルールの検証に関する報告書 2023」（2023 9 公表）を踏まえ、
規律が改正される予定

➢ 一部の規律については市場の競争状況等を踏まえ、緩和される見通し

緩和

緩和

緩和

緩和
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本日のご説明内容

【２．モバイル市場の競争促進に向けた対策】
楽天モバイル・モバイル市場の現状
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2020年4月、楽天モバイルが携 キャリア事業に本 参入
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楽天モバイルの社会的  

デジタル変革時代の電波政策懇談会報告書の提言 踏まえた対応物 上昇の  の生活費削減に  
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2023年6月1日提供開始：新たな料金 ラン

※1: 日本全国の通信エリアでデータ 速無制限になるのは2023 6  降。人口カバー率は、国勢調査に用いられる約500m区画において、50%  の場所で通信可能なエリアを基に算出。※2:通信エリアに限る ※3: 公平なサービス提供の
ため、速度制限の場合あり。環境によりあり。速度 下する場合あり。通話料等別。※4: プランのデータ利用料に加算。※5: 一部対象外番号あり。※6: eSIM対応製品でeKYCご利用の場合（審査状況による）※7: 会員ランク条件

最強 1

最強 7最強 6最強 5最強 4最強 3

最強 2

日本全国  速データ通信が

無限に使える

業界最 水準の人口カバー率99.9%

従来のパートナー回線エリア「 速データ通信は5GBま 」 撤廃!

※3

※1

圧倒的な   は「そのまま」

無限に使っ も

最大2,980円（税込3,278 ）

（税込2,178 ）（税込1,078 ）

3GBま ：980円／ 3GB～20GBま ：1,980円

海外 国内通話 ポイント加入 やすさ
Rakuten Link
デ クトッ 

 速データ通信
2GBま 無料

パソコン も
国内通話 放題

Rakuten Link 
通話無料

最大15.5倍 の
 買 物

最短3分申 込み

※2

※4 ※5

※6

※7

2023/8/2
ベータ版リリー 
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データ 速無制限エリアの拡大

デジタル変革時代の電波政策懇談会報告書の提言 踏まえた対応最強 ランによ 、全国 データ無制限 の利用が可能に
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圏外率の さ も  評 

■Rank 1

■Rank 2

■Rank 3

■Rank 4

都道府県別の楽天モバイル非圏外率評価*✓ 47都道府県中 21県でRank 1を獲得

* チャートは2023年8月2日から10月31日までの期間にOpensignalの独立した分析によって記録されたモバイル測定値をもとに当社作成。© Opensignal Limited
* No Signal Availability は、通信事業者のユーザーが信号を受信できなかった時間の平均割合です。
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ネットワーク品質の大 な改善

外部分析で高い評価を獲得
◼ 新ローミング契約によるネットワーク最適化の効果は、Opensignal社の測定するネットワーク指標へ反映前である
ものの、既に楽天モバイル独自のネットワーク品質は大幅な改善を示す

全項目で評価向上

ゲーム体感、一貫した
品質、アップロード・
スピード体感は
他社の平均を上回る
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* 2022年5月30日〜8月30日（90日間）に記録された2022 年のモバイル測定値および2023年5月30日〜8月30日（90日間）に記録された2023 年のモバイル測定値のOpensignalデータを基に当社作成。©2023 Opensignal Inc
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選ばれる楽天モバイルに

      し 最も     いるのは        最 プラン 

      

  

    

      

     

        

    

         

        

              

        、   

    なたが も    を  して  通信 社として、
当てはま ものを と お び  さ 。

楽天モバイル 
最も  な   に

     

* 参照: MMD研究所、 2023年9月通信サービスの      に関す 調査, 調査期間：2023年9月22日〜9月27日。https://mmdlabo.jp/investigation/detail_2282.html

https://mmdlabo.jp/investigation/detail_2282.html
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 ラチナバンド認定（2023年10月23日）

• 割 当てられた帯域: 700MHz（上 ：715-718MHz、下 ：770-773MHz）

• サービス開始予定日: 2026年3月

• 2033年度までの人口カバレッジ: 83.2%

• 特定基地局開設費用: 年間9億円（合計90億円）

• 2033年度までの累積設備投資額: 544億円（干渉対策に関連す 費用を含む）

• 2033年度までにオンエア予定の基地局の総 : 10,661基

•  年度黒字の達成時期: 2026年度（2026年4月〜2027年3月）

開設計画の概要

 ラチナバンド認定（700MHz）

✓ 開設計画（2026年3月）よ も前倒  の運用開始 目指す



多 の利用者が“理由な ”旧来の 額な ランに残留

 廉な新料金 ランに理由な 乗 換えな 利用者

参照：総務省 令和5 11 『日々の生活をより豊かにするためのモバイル市場競争促進プラン』

新料金 ランへの乗換え状 乗換えるつも がな 理由

50.7%

既に利用
   る

49.3%
旧来の ラン
に残留

その他

26.8%

特に理由は
な 

乗り換え検討の
きっかけが必要
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通信品質に不安 持つ利用者も多 

MNO3社 選択する理由

24.2%
通信品質

• 利用者は通信品質 重視

• 特に新規参入事業者への
乗 換えには不安がつきまとう

参照：総務省 令和5 8 『携帯電気通信事業分野における市場検証（令和4 度）  次レポート』

12.0%
家族割引 ー  

その他
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気軽に新規参入事業者の通信 ー   試せな 環境

チャレンジャーと  競争 活 化すべ 
新規契約者向けに施策 検討するも規制が障壁

➢当社の通信品質  試  ただ “きっかけ”として、
新規契約者向け施策を検討するも、
規律 理由に実施 きな ことが多い

新規契約を条件とする場合にも全面適用

通信料金と端末代金の分離

• 端末購入等を条件とする通信料金の割引禁止 等 シェア0.7%以上
MVNO

全MNO

現行 改正後

MVNOへの規制の緩和が図られる一方、MNOは手当なし

➢MNOであれば競争への影響が限定的な新規参入事業者
も規律対象であり、競争の活 化が進まない

19

変更なし

対象事業者の基準を
引き げ（緩和）



MNO3社の寡占は未だに継続

MNO3社 シェア９割超

※参照:2022 度末  における移動系電気通信役務の事業者別シェア(電気通信事業報告規則及び報告徴収に基づく報告）。
第48回競争ルールの検証に関するWG資料48-2 事務局 『今後の検討の進め方について』)。 20

ドコモ社 KDDI社 SB社

規制の必要性大 規制の必要性小

27.6%
24.6%

4.3% 4.1%

39.4%
寡占

MVNO合計 楽天



21

本日のご説明内容

【２．モバイル市場の競争促進に向けた対策】
対策
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対策：新規参入事業者の通信 ー   気軽に体験 きる環境の実現

チャレンジングな施策によ 利用者が新規参入事業者の通信 ー   
気軽に体験 きる環境の実現

現状 目指すべき方向

➢ 気軽に新規参入事業者の通信 ー   試せる環境
によ 、市場の競争が活 化

➢ 魅力的なプランやサービスの登場により、
利用者の日々の生活がより豊かに

➢ 規律対象につ  、MNO・MVNO 区別せず、「公正競争の促進」 目的とする第二 指定電気通信設備制度 参考に
基準 設定すること 、新規参入事業者が市場に一定程度影響 与えうるま 柔軟な施策が可能となる

実現の例

改正後(2023.12.27~) 目指すべき方向

対策

➢ 利用者としても新規参入事業者の通信 ー  への
乗換えには不安があり”きっかけ”がないと試せない

➢ チャレンジャー ある当社も規律対象であり顧客獲得に
向けた効果的な施策が打てず3MNOの寡占が継続

MNO MVNO

✓MNO・MVNOの区別なく基準を統一

MNO・MVNO

シェア10％  
(第二種指定事業者相当)

全ての
事業者

シェア４％
  

✓MNOとMVNOを区別し基準を設定
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（参考）第二 指定電気通信設備制度につ  

➢ 2012年に、情報通信審議会の答申 受け指定の基準値 引 げた際も、シェアが  MNOにつ  は、
規制の対象外と た場合 も公正競争 阻害するとは考えに  と示され  る

■答申（関連部分抜粋）■電気通信事業法施行規則の一部改正について

※参照：2011 12 20日 情報通信審議会「ブロードバンド普及促進のための環境整備の在り方
答申」

※参照：2012 2 21日情報通信行政・郵政行政審議会 電気通信事業部会（第33回）
資料33-1「電気通信事業法施行規則の一部改正について」
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（参考）クー  ンの目標値

➢ 市場に ける各企業のシェアが持つ意味合 に注目 、市場シェアの目標値 定めた「クー  ンの目標値」によれば、
第二 指定事業者相当（シェア10%以上） 対象と た場合 も、市場認知シェア（10.9%）  回る

独占的市場シェア 73.9% 独占的寡占状態

安定的トッ シェア 41.7% 業界に ける優位な地位 確保

市場影響シェア 26.1% 市場に影響力 有する

並列的競争シェア 19.3% 複 企業 拮抗する競争状態

市場認知シェア 10.9% 生活者に純粋想起される

市場存在シェア 6.8% 市場に   存在が許される最 レベル

市場橋頭保シェア 2.8% 市場参入への足がか  得た状 

クー  ンの目標値

参照：三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社（https://www.murc.jp/library/terms/ka/koopman/）
GMOリサーチ株式会社（https://gmo-research.jp/research-column/market-share）

https://www.murc.jp/library/terms/ka/koopman/
https://gmo-research.jp/research-column/market-share
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（参考）実現 た場合の当社に ける施策方針（1/2）

規律の趣旨

期間拘束契約や 額な違約金等によ 、
事業者・料金 ランの乗換え障壁 是正

通信料金収入 原資とする過度な端末値引き等の
誘引力に頼った競争慣行 根絶

規律緩和後の施策方針

➢新規顧客獲得に向け 当社の通信 ー   試   ただ ための施策 実施。
な 、過去にモバイル市場 問題視されたような第27条の３の趣旨にそぐわな 施策は実施 な 。

新規契約者向けに、通信 ー   体験 ただ 施策や体験 ようと思っ  ただ ための施策 等

新規顧客獲得に向けた通信 ー  の 試 施策実施 た 
施策
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過度な端末値引き等の観点 乗換え障壁の観点実施 た 施策の例

• 30日間有効の無料 試 SIM 
エリア限定 配布

• ６ヵ月間の通信 ー  無償体験
または全額ポイントバック

• 新規契約者限定 合計3 円分
のポイント付与

利益提供の額は改正後の通信料金と
端末代金の分離規律 認められる
範囲 大 に超えるもの な 

利益提供がなされる期間は改正後の
継続利用割引規律 認められる
範囲 大 に超えるもの な 

（参考）実現 た場合の当社に ける施策方針（2/2）
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（参考）甲南大学佐藤名誉教授意見

➢ 新規参入者が、一定の顧客基盤獲得ま の間、
多少チャレンジングな料金 設定することにつ  
目 じら 立 るべき はな 

■甲南大学佐藤名誉教授 「『一部ゼロ 』料金プランと価格圧搾の関係について」
   (2022 6 7日 競争ルールの検証に関するWG参考資料)

新規参入事業者のチャレンジングな
施策は本来推奨されるべき

有識者(甲南大学佐藤名誉教授)意見
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（参考）海外事例

4社目のMNO参入によ 
市場が活 化

➢長らく3MNO体制だったフランスにて、
4社目となるFree Mobileが2012 からサービスを開始。
当局による新規参入への支援(ローミング提供義務等)によ 、
第４のMNOが台頭 、通信料金が劇的に  。

➢2012 から2013 にかけて行われた4G用の周波数オークションにおいて、
新規参入事業者に対する以 の優遇措置 実施

•新規参入事業者が最 落札価格  で札入れした場合は、
落札が保証される優遇枠を設定
•大規模MNOへの周波数の集中を防止するため、
周波数保有に関する総量を規制

新規参入事業者の参入 
後押 すべ 優遇策 実施

海外事例①（仏国の事例）

海外事例②（英国の事例）
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ご要望： ケジュールにつ  

2025年 2026年2024年

「日々の生活 
よ 豊かにするため
のモバイル市場
競争促進 ラン」

2023年

競争ルールの検証に関するWGに 
検討 、2024年夏頃 目途に結論

夏頃
11月

制度改正
手続等

秋頃
施行

当社による新規契約者向け
「6ヵ月通信料無料CPN」等の施策実施

通信サービス無償お試し施策を一定期間に亘り実施する
想定のため、収支への効果が出るま 時間がかかる

当社 ラチナバンド
 ー  の本 展開

➢ 当社に   は、新規顧客獲得に向け の 組は急務 あ 、
競争促進と利用者による日々の豊かな生活の早期実現のためにも、
新規契約者向けの柔軟な施策 2024年秋頃よ 実施 きるように検討 ただきた 

競争促進

•魅力的な ラン・ ー  の登場
•新料金 ランの移行促進

利用者による日々の豊かな生活

競争促進

2024年秋頃の実施に向け
先行  早期検討 ただきた 

ご要望
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本日のまとめ

【１．端末市場の更なる活性化のための対策】
➢       の端末   、グルー と    端末 通に  等、端末市場の活性化に  組み
➢ 更なる市場の活性化に向け楽天エコシ テム 活か た 組 引き続き進め   

【２．モバイル市場の競争促進に向けた対策】
【背景】
➢ 未だ 額な旧 ランに多 の利用者が残留する 、新規参入事業者の通信 ー  への乗換えには不安が

あ 、”きっかけ”がな と試せな 利用者に向け 施策 検討するも、
規律が障壁とな 効果的な施策が打 な 。3MNOの寡占も未だ継続。

【対策】
➢ チャレンジングな施策によ 利用者が新規参入事業者の通信 ー   気軽に体験 きる環境 

実現すること 競争 活 化（例：規律対象につ  、MNO・MVNO 区別せず、
「公正競争の促進」 目的とする第二 指定電気通信設備制度 参考に基準 設定）

➢ 競争促進と利用者による日々の豊かな生活の早期実現のためにも、
新規契約者向けの柔軟な施策 2024年秋頃よ 実施 きるように検討 ただきた 




